














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年次 工業 口 農業人口
スッス｜ンダクアアルリンギデン｜測りガギイラルーラ塚三夕叶イドフペスオデオイポ １７６０ １００１ ９９９９ １１１１ ００１０１０ １１１１１１ ９９９９９９ １１１１１１ ％ 庁１４辻ｎＵｎＵｎＯ勺１，○八Ｕ頁ＵｎＵＤ●■●●■●●●● 釦訂釦妃誕拠釘躯劉塑 ％ １１５０４４４３５８ ●●●●●６０ＣＧ● ｕ鍋⑫塑妃躯鉛⑫詔矼
カーアアァ地リニリコガシマガエンールチハロルプ 1910 19101897 1905 1910 ５３２０３ ●●●●● 誕姐ｍｍ７ １１２００ ●●●０● ８０７６２ ３６７６８ 



















































































































































































































































































ノルウニ_ ７８５１９１２７ ●ＣＯ●●●●● １６１２０２００ １１ １ ７１７９１４２８ ●□●ＣＤ●■■ ３２２２１２１０ ２３ １ ０９８４２１１１ ●●ｃ●□●●● ４１１１１１１１ 140 132 122 9６ ８０ ７７ ７６ ７５ 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































22.3 23.4 21.9 
16.9 17.0 23.4 
11.3 11.1 10.0 
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０
９
１
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４
９
 
４
９
０
 
●
Ｃ
Ｏ
 
４
５
５
 
８
９
９
１
 
●
●
●
●
 
２
５
５
７
 10.0 
ＡＨＣＣＣＰ・HcTopHHnoJIbmH，Ｔ、Ⅲ，ＭＯＣ
KBa，1958,CTP、３０２ ％、イギリス箪本一○％といわれ、ドイツのポーランド攻撃直前にドイツ
（鰹）
響（本の比重がいちじるしく低下したことが注目される。
ハンガリーでは一九三七年に工業投資総額の四○％を外国箪本が占め、
その国別内訳はイギリス二○％、フランス一六％、スイス一五％、アメリ
カ
一
○
％
、
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
六
％
、
イ
タ
リ
ア
四
％
、
チ
ェ
ニ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ァ三％であった。しかし、現代ハンガリーの研究によれば、外圃露早本の完
全
な
支
配
下
に
お
か
れ
て
い
た
の
は
一
九
三
八
年
に
工
業
の
二
四
・
六
％
に
と
ど
ま
り
、
し
か
も
ど
の
外
国
資
本
も
決
定
的
な
優
位
を
持
ち
え
て
い
な
か
っ
た
。
第
二
次
大
戦直前にはじめて、オーストリア併合、チェコ占領によるオーストリア、
チェコ資産の吸収でドイツ箪本が優位に立ち、製造業全体の一三％をその
手
中
に
お
さ
め
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
点
で
ド
イ
ツ
箪
本
は
外
国
資
本
中
の
過
半
二八六
一九三○年代の東欧諸国の経済発展の詳細についてはここではふれないが、チェコスロヴァキア、ついでハンガリ
ーがかなりの工業的発展を示し、ポーランドが停滞しつつも絶対水準ではハンガリーに接近しており、ルーマニア、
ブ
ル
ガ
リ
ア
が
い
ぜ
ん
と
し
て
農
業
国
の
状
態
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
第
二
部
の
冒
頭
に
か
か
げ
た
第
五
表
に
よ
っ
て
も
明らかである。したがってこの限りでは、東欧諸国間に存在する経済発展水準の格差がますます表面化し、東欧諸国
を一括して論じる根拠が弱まってきたとも言えるのである。
し
か
し
、
第
二
次
大
戦
直
前
、
お
よ
び
戦
時
初
期
の
東
欧
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
格
差
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
重
要
な
各
国共通の課題が存在していた。それは、第二部圖頭にも指摘したように、東欧諸国の経済発展を大きく阻害していた
帝国主義的支配を除去し、東欧諸国人民の利益にそった自主的な経済政策によって工業化を進めることが一つであり、
他の一つは、金融資本と一体となった巨大地主の経済的基盤である前近代的農業榊造を解体することであった。東欧
各
国
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
課
題
の
比
重
に
差
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
革
命
の
第
一
段
階
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
課
題
が
早
急
に
解
決
さ
れ
る
こ
とが必要であったし、またそのことを前提とした広汎な統一戦線の形成が可能であった。
これらの課題の解決は、東欧においては、社会主義への展望なしには不可能であった。すでにかなりの程度に発達
し
た
自
国
の
独
占
体
に
手
を
ふ
れ
ず
に
、
外
国
賀
本
の
み
の
駆
遂
に
よ
っ
て
自
主
的
経
済
政
策
を
遂
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
前
近代的農業構造の解体としての土地改革の徹底は、農業の社会主義的改造への展望なしには、農業経営の零細化をも
たらすのみであった。かくして、第二次大戦後の東欧革命は社会主義革命の内容をふくんだ人民民主主義革命となら
（随）
ざるを』えなかったのであり、そのことはまさにそれ以前の東欧諸国の全発展過程によって準備されたものであった。
東
欧
社
会
主
義
の
歴
史
的
規
定
条
件
二八七
以上のような分析は、東欧社会主義の前提を明らかにするにとどまり、これによって東欧社会主義の諸特徴が全面
的に明らかになったわけではない。そのためには、東欧における過渡期の社会主義建設の実態が解明されなければな
らない。この論文は、その準備段階としての性格を持っている。
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
の
仮
設
的
な
見
解
と
し
て
、
東
欧
社
会
主
義
の
問
題
点
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
指
摘
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
よう。東欧諸国が後進淡本主義から社会主義建設に移行したのは、国際惰勢が有利であったことは無視できないが、
基
本
的
に
は
、
資
本
主
義
の
わ
く
内
で
の
自
立
的
経
済
発
展
が
困
難
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
社
会
主
義
建
設
に
早
期
に
着
手
す
る
こ
と
によって、いわば経済的後進性を政治的先進性によって克服する試みであった。しかしこのことは、社会主義建設の
過
程
で
つ
ね
に
先
進
的
政
治
と
後
進
的
経
済
と
の
緊
張
関
係
、
あ
る
い
は
、
社
会
主
義
的
生
産
関
係
の
先
行
と
、
現
実
の
生
産
力
の
お
く
れとの緊張関係が生みだされることになる。この緊張関係を一定のわく内にとどめそれをむしろ生産力発展への刺戟
に転化させることが必要であった。これに失敗すれば、緊張の激化が生産関係に対して否定的な影響をあたえ、社会
主義の後退をもたらす危険性があった。その危険性は、ポズナン事件、ハンガリー醐件等にみられたのである。
東欧諸国では、第二次大戦後において、帝国主義的支配の除去と土地改革の徹底という菰年の課題が解決された。
これによって東欧諸国には、社会主義への道にそって自立的経済発展を進める可能性が生まれた。しかしこのことは
同時に、社会主義という一般性のもとにおいて各国それぞれの特殊性を表面にうかびあがらせる結果をもたらした。
ひとしく「社会主義的工業化」を進めながらも、各国において「工業化」の性格は当然に異ならなければならなかつ
む
す
ぴ
二八八
たのである。したがってまた、社会主義諸国間に存在する、歴史的に形成された経済発展水準の格差に対して社会主
義がどう対処するかという新たな課題も発生した。この段階で東欧諸国間での課題の相違を無視して工業化の同一の
パターンを採用するとすれば、それは工業的により発達した社会主義諸国の発展能力を阻害することになる。したが
って東欧諸国においては、先進的な部分をさらに発展させて社会主義の優位を示しつつ、社会主義諸国間の経済格差
を漸次解消させて行くという複雑な課題に直面しているのである。
第二次大戦後の東欧社会主義諸国においては、高いテンポでの経済発展が特徴的であった。従来、このことは社会
主義の資本主義に対する制度的優位性を示すものとされてきた。しかし、この見解は再検討の必要があるであろう。
一つには、この高い発展テンポが東欧諸国の全体としての経済的後進性にもとずくものである、という点である。社
会主義は本来、盗本主義以上の高い生産力水準を保障するものであり、したがって、もっとも発達した資本主義諸国
の生産力水準に「追いつき追いこす」課題が提起されるが、追いこした段階ではじめて社会主義の優位性が現実に証
明されるのであり、「追いつく」段階での高テンポのみでは（それすらが資本主義のもとでは不可能であったという
意味ではたしかに社会主義の優位性を示すものであるが）不十分である。のみならず、この高テンポはしばしば実際
の
可
能
性
を
無
視
し
て
重
工
業
発
展
が
一
面
的
に
強
行
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、
の
ち
に
し
ば
し
ば
経
済
政
策
の
修
正
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れている。これらの要因を考慮した上で、果してどこまでが社会主義の制度としての優位性にもとずく経済発展とみ
な
さ
れ
る
べ
き
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
それにしても、やはり現実の社会主義諸国はいまだに、もっとも発達した資本主義諸国の水準に追いついてはいな
い。森田桐郎氏が書いているように、「たしかに社会主義は、世界人口の三分の一を占める諸国に拡張し……歴史は
東
欧
社
会
主
義
の
歴
史
的
規
定
条
件
二八九
資本主義と社会主義の共存の時期を経験しつつあるが、しかもこの共存は、生産力的にみれば資本主義の優越のもと
（灯）
で
の
共
存
で
あ
る
。
」
ソ
連
を
含
め
て
現
在
の
社
会
主
義
諸
国
は
後
進
国
社
会
主
義
で
あ
り
、
こ
の
段
階
か
ら
、
政
治
的
民
主
主
義
の
発
（侭）
展をも含めた先進国型社会主義への移行に当面している、といわれる。この移行は、単に西側に社会主義の優位を一不
す実例としてだけではなく、社会主義諸国自体の内的な必要としても提起されている。しかし、この先進国型社会主
義への移行は、現在の社会主義諸国のわく内のみで果して可能であろうか。第一部で「世界史的過渡期」の観点を提
示
し
た
が
、
先
進
国
社
会
主
義
の
実
現
は
、
先
進
擬
本
主
義
諸
国
に
お
け
る
社
会
主
我
革
命
の
展
望
と
切
り
は
な
し
て
は
論
じ
ら
れ
な
い
示したが、先進国処
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（班）国・函・【ｏｑＳＥ一ｓ印邑で色目●美のエ壷Ｃｅの。■聾芭ず窪匡詫○員｛。Ｅの一三一一一一己自国萬弓崖の］窟ロ宝冒筥冒｝国ロ、の三》。【Ｃ三×○四雪【『ロＣ
ＣＣ 
屋色官『臣。。菖ケロ【○句。（図Ｃｌの！｝国函菖ｓｌ〆『●海○厘〆閂〆口・）》ご更瑁心一属の目。雪。六二国ェ臼舅こ忌日目昌一。□の画の一三詞・『・〆（』患』
旬）・三具園・自己・】詔・
（汀）諺・廻・三昌邑、の冨骨倉ＤＣＥ｛自ワェＣ’四尻①二ｓ畠二の具目ｑ巳浜『〉『窟。匡己》ご凹豊。‐。ｃ雪の巨富ずの一一口。苗けＥ一一．ご》シ四ｎｏｎ勺雪国ｃ，
冨望。：ワ戸冨．『・曰》三○２Ｓ色》ご患『・・自己・］。（｝・
（四）】・弓・因月⑥ロー鯉口ｇｏ『・元琴『】弄一曲晨月一』⑥胃【［昌喰貴旨ご冨冒Ｅ｛：（Ｅ・一二媚『ロ（一匡鷺【》・》一一“』》｜胃⑦ごほこ『Ｃ一）の（ごｇｌ－畠②）．．】
の目色訂閨房Ｓ旦国シ８号ョ宮Ｃ②巳の員冨『巨日困冒〕ぬ胃一日、瞳『・一言（一郎』己の⑰［》巳９．℃．］。．
（四）己。『：ゴミ，肖旦ロの『魎屍ＣくＣｌ三二日】ロ何ｍの（の目】属巨『・で⑪田・己。。『］湯ＰＸ賃ｌ〆）ご・
（卯）国・エ・国富。『で目○国畠洩己・皿室。『Ｃ冨塑で巨臣け三富冒国。『。｝【二○画の一三』の『。ｇの罠の富》三○，百四．巳量》３℃．】Ｂｌ』＆．
●① 
（幻）レーーーン『帝国主義』、邦訳岩波文庫版、一一七ページ。
（型）因・エ・因冨○ｓ目。□卯六℃の、『冨冒云○の□。Ｒ『色冨の］ｇ『「○百国勺豈三厘冨景三○目圏壹ご露》３つ・量・
（鋼）』・目・『〕の【①』』ニロー】□（シ『・扇啓二画⑭（←胃一局・のく⑰一○｝）日のロー◎（二〕の旨】昌】臣〔色ｎＥ『ヨ殖冒皀巨⑰百・》『自国巨己に僅昌（巴９１巴に）目
二
九
○
⑩臼Ｓ②】己⑪｛。【］２シ８』①日置①⑫。】の員冒『巨昌』百一】狛胃一白鷺。］Ｐ碇（ａ餌一〕の②｛・］②ｇ》ご石・患Ｉ胃・
（型）呂云』つ１－－『○陶○■Ｅ『畠ｃｏｏ匂麗Ｃ因由ェ雷函【ｃ三三臣ェ罠、『寓垂の白Ｓ罫ロ』己『雪雪国○一壱つ一畠（『の留局屋）弓包国。恩誼一｛ェ○ｍの琴Ｅ四劃曇、『。直畠》
ｚ○・惇》Ｅｇ》３己・厨」・
（躯）冨・ｅ・国ａｏＲｍの胃召貝目ｏＣｐｍ『臭冒勺の、昌口自冒ごこ『ｏ臣・冨○具恩〕ご＄】白目・』．なお、『・二・罠、盲三○円
ロＣ員冨二の具菖。。つげ日ロ国①ェ『己富国】一目目の〆浜口・》二○貝田》どち．ｎｓ・鴎・もこれと同じ見解をとっている。
（邪）庫の忌皀已昌〕二元島］｝【】》←卓目旨の。のぐ⑰一○℃目辰口｛……ご》己己・巴Ｉ豊・
（家）】豆。。》壱・ざ．なお苗８○口》国三》宍＠国己。ｃ‐Ｓは、一八九九年について、石炭主要八社の集中度八一一一・四％、鉄鋼主要
四社の集中度九六・四％という数字をあげている。
（躯）因目色蜜。Ｐ目冨貰、、『で・目・
（羽）国のＨ①ご」、口旦完曾〕富》・・月］】の。⑪ぐ①］○房）日の。｛……ママ】ご・韻・
（鋤）富、菖農Ｓロ》『四二》天、。『己・凹睡－凹盟・
（皿）司閂・可の一一』］の同少皀の』】届の鳥目】【旨の一○⑰一目⑥『一Ｇ館。“回］臼戸巨」瀞騨三騨脆匡騨『ｃ『鯨魯ｍＣＰ田巨二ｍ己の⑫【》乞皀》忠ＣＥ。（雪、菖津三○口や
（鍵）レエＯＣＣ刃因、『●ロ冨団○国国富室》弓・］『三○つ一〈因》屋圏》９つ・笛⑦．
（銅）宇高基輔、前掲論文（注８）、一四ページ。
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独占体〔複数〕があらわれ、資本主義の最後の局面、帝国主義への移行を
証明している。」｝「。⑫［〕】【三目⑰』シ・○胃⑰ｇ一己ロ①｜の目【の目冒．一ぐ一『の一勢二①㈱ぐ。］一員９日目唾（【一四二冒帛○三ざ国．－割
鋲『》『望日一⑬ＲＣ一二一日皀〆閂〆’一①餌ご》、戸亘葺呂局（⑪３戸の①ＤＣ口。ロ】］月》国巨色二『尿二ご］爵』ご己己・屡農Ｉ崖、。（ｍ・宝。Ｑ屋匝』尻。■（宍・
息北口目げの三口目Ｃ昌○目Ｃ富。『Ｃ月皀宍のェ富国でＥ三厘目田口】国二目の〆〆切○愚、冨○貝閨．ご認》３℃．「・）
（粥）し・西・エ目○℃の８円シ『冨冨屋の弓８ａ宮②。田ェ園田愚つ。猶ェ◎均の三○宍冨『冒の、宍○尋邑の滉○目○国員三｛雪三．貝愚》］息」．ｑや
『－ｍ。
円陣冨澤（の》の『ご・暉学）。
九
（妬）し・国・エの洩○口の四○国や曰色筥）宍⑪ロロ。届．
（灯）閂・閉．固く目⑩“Ｂケのしぬ国【］目司の『。】具『：ご再巨日目鼠○四『ロゴ『一色胸の．邑医・ロロ・】９１】］◎．および函。『○つ胃で豈冨當冨
冒因。Ｂ黒冒因島Ｅの『Ｃロマの三の冨（注卯）〉３つ・岳四・
（蛸）弓一】の祠。］忌一】○○巨口宮・園己の旨匂い目研壱三●胃の豊『》巳⑪』．｝〕・ぬ．および宍冒貫『○日・自篁｛美の．、『己．ｓ・
（鍋）国・國・言自ケェ員。田加倉①『Ｓ『｜Ｃ菖里の貝○の冨冒冒胃ニの〆ＣＱ｛目畏冒ロ］⑫鷺Ｉ］②思司ワ富．シェロロロア国、『○つ冨皇貝○目。閨’
冨景弓・白壹冨○貝田》］やｇ》３℃。Ｅ』１局国．
二九二
（妬）一九○七年のルーマニア農民蜂起に関しては、前掲国富。Ｂ目目（注皿）、ロョ冒昌Ｓ口臭量（注鑓）、および依田道子「’
九○七年のルーマニア大農民一摸ｌその六十周年を記念して」、『歴史評論』一九六七年三月号、参照。一九○五－一九○六
年のハンガリーの政治危機については、前掲の因、息至：（注妬）参照。
（蔀）岩波講座『世界歴史』第二五巻（近刊）所収。
（犯）コミンテルン第二回大会におけるレーーーンの演説（レーーーン全集第一一一一巻、邦訳一一四一一一ページ）参照。
（羽）向・ぐ胃、笛ワーのミー『扇、｝】ロ［房で○一三ｍｇの勺【●す一句ョの。①円ご『○一の量『蔚呂、ご□房白目『》一｛曽ゴヮ旨、》］窟】》わ．二一・
（釦）二・』・ロ冒冒罵言。冨皇『の昌）３国○四の盲の月菖ワニ⑦貝。『ｏ８ｓ目ご一シ四ＣＯＯア宝３．富剴切Ｃ弓呂冒》曰・ロ・富ｏｎ宍ロ県
】』３３つ・ｇＩ］＆．なお、筆者の前掲論文（注釘）参照。
（虹）し・函・ェ目○つ田：》『畠萸、の『己．］Ｃ・より再『引用。
（蛆）宇高基輔「東欧諸国における土地改革と農業の社会主義的改造」、山田盛太郎編『変革期における地代範嬬』、岩波書店、
一九五六年、所収。および前掲（注８）『社会科学研究』第七巻（’九五六年）、第二、一一一、四合併号所収論文。
（妃）富・ン・団暑三畠国司畠羨⑪３℃・患－『Ｐ
（“）沢拉醗『中欧諸国の土地制度及び土地政策』、改造社、昭和五年、六四九－六五六ページ。
（妬）雷・■・宍望ェ函Ｓａ曽国３。冨二の貝因のロロのｈｐｏｎ区営宍民宍冨〆冒胃宍○ゴロ○苗ロ日因・国貰・】（－９具。「。】望冒の匂呂『の国】巳９石目．
②①！①『。
グー､〆＝、￣､〆■､〆向、￣罠〆￣、ゲー、
６０５９５８５７５６５５５４５３ 
、－少、￣、－'～ｸﾞ、■ジ、＝グ～グ、－'
＠s 
蕊霧醸
グー、￣、〆へ
５２５１５０ 
、－’、－プ、■〆
（皿）因の『○ロー色ごｅ再酔ごｚ口。Ｐ弓ゴロニのぐｏ－Ｃロョの。【・…．．ご・己己・ｇＩ『Ｐ目１コ。
（“）西国○つ］畠勺巨三匹望景戸エＣｐＣ『Ｃ再【黒。□の崖Ｅの『○国での重の』畠》ｑ壱・ｓ」Ｉ』ｇご巴四ｌ巴、．
（田）逼自○冨罰屋の滉・目目員冨》『・臼》、『ロ・鵠』‐鶴、．およびエフ・ペ・コシェリョフ編『人民民主主義国家の機構と政策』、一一一
一書房、一九五三年、七七ページ。
（“）国ｓｏご富。。冒自閂》『・目。『ロ．⑬ｇＩ笘塑・患②．および『人民民主主義国家の機構と政策』、七七ページ。
（髄）国。『の］］二目（］鼠国三・倉弓一】⑥号月一．ご【口の貝・…．．ご》旨・］ｇＩｇ『．および世界経済研究所編『人民民主主義の成立と発展』、
世界評論社、一九四九年、一九九ページ。
（砧）東欧各国における革命の性格の相違、いわゆる一段革命か二段革命かという論争問題についてはここではふれない。この
東
欧
社
会
主
義
の
歴
史
的
規
定
条
件
一一九三
いつ←Ｉ』③、。
壷。『○℃達函で臣蜜匡室蛋嵩雪ｏｐＣ『○函津○国の一一Ｅの『Ｃロヤの三の｝罠》。『で・弓』ｌ］臼・
●
●
 
自画罠》宍のや。『ロ・桿、垣Ｉ』》牌。
国、『○冨題二貝Ｃ２ｏ因昌《冒・弓・匡電の召・ＳｍＩＥｍ菖悼ｓＩ暉呂・
』・廻・三四畠、の冒胃属ヨ冒すＥ四国『ｏ鹿屋三号目。『。①宍。ェＣ窪冨Ｃ貝Ｃ『○房冨囚胃四》》寓目ｏ冨幽ロ８ヶＥ亭『・白》日ロ・層、ＩざＰ
『醇三罠⑪Ｃ宮口・酉『⑤’四『⑭。
ｍ臼のロー■ロロ閃啓胃嵐》円］Ｐ⑦二①『⑦』○℃旨①』］一……ご・壱・ｓ。
】す一二・やご己。③山Ｉの酌
『津三澤【⑪。『▽」画『ｌ骨四ｍ・
言・国・冨胃尿２．①涙９ｓ【富の貝。①宮自ｅ宍の富の。○息Ｅ雷国ＥＥＩ」①鵠『『・菖函。『○℃目ロ日Ｅ三．『・臼・日で．］『Ｃ・
鈩・酉・冨臣肩の□冒亜員ロ○房Ｅ、ロロの冨匡の『目匡ｅ画Ｅ胃『白８８己の》宍三国《、臣呂冨》ご寧函自○冨洩ロ自匡昌一『・昌壹ｑ己．
】す啓二・》ロ・』『。
二九四
問題では、雌に各国の経済発展水準のみによっては規定されない主体的条件の相違が大きく作用していると思われる。
（師）森田桐郎「社会主義と国際分業」、『思想』、一九六九年九月号、二八ページ。
徳）佐藤経明「『社会主義共同体』の政治経済学」、『世界』、一九六九年二月号、四八ページ。
